
17．積　分　法

積分法

田園　不定積分についての問題はほとんどない0定積分を題材とする問題は，形式はいろい 
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利用したりして，計算のスピードアップをはかるように，平素からの計算練習が最も有 

効な勉強法である。あとは問題のスタイルと解き方を覚えることが大切。 
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関数′（∬）が次のように与えられている。′（∬）＝

（1）ッ＝′（ズ）のグラフをかけ。

（2）ッ＝′（ズー1）のグラフをかけ。

ズ′（ズー1）血の値を求めよ。

伊解答は「考え方と解答」112ページ

（㌃回器；このとき，

（北海道工大）

次の3つの条件（a），（b），（C）をみたすガの2次関数′（ズ）を求めよ。

（a）扉響＝7（b）か（妨血＝一昔（C）か（乃）＝130（秋田犬十教育）

関数′（ズ）を′（∬）＝α∬3＋∂ズ2＋Cズ＋dとする。さらに，g（∬）＝′′（∬）とおく。このとき，

十g（卜∬）df＝′（∬），′（1）＝1，′（2）＝4

をみたすようなα，占，C，dの値を求めよ。 （山口大一文系）

ダ（α）＝月拍一胸とおく。ダ（α）＝‡をみたす実数αを求めよ。（福島大頂育）

ダ（方）＝
．Jrl
（3才2＋2αf＋α）虎で定められる関数ダ（∬）を考える。

（1）ダ（1）を戊の式で表せ。

（2）α＝－1とする。ダ（ズ）＝F（1）となるガの値を求めよ。

（3）関数ダ（∬）が単調増加関数であるようなαの値の範囲を求めよ。　　　　（東北薬大）
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1次関数′（胱ついて，g（C）＝‡上汁㌢（紬とおくとき，ifC十2胸トg刷か＝1がす

ベての実数Cに対して成り立つような′（∬）を求めよ。

2次関数′（ズ）＝∬2＋Cについて，0＜α≦3の範囲で

g（α）＝if㌢（跡血，抽）＝訂偏再（紬

とおく。このとき，ゐ（α）の最大値を求めよ。

（大分大一工・教育）

（大分大一教育・経済）

関数／（幻が了玩）＝3芳2＋2互㌢（閥－1をみたし，川）＝－2とする0このとき，α＝口

である。ただし，α＞1とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本大一理工）

ガの1次式′仙こ対し拍）＝互2ズ＋㌢（桐才とおく0m）＝2，円0）＝－10となるよう

に′（ズ）を定めよ。

2Md如P

（北大一文系）

伊解答は「考え方と解答」114ページ

αを整数とし，関数′（ズ）＝－2ズ2＋2ズ＋αは次の条件をみたすものとする。

（i）方程式′（ズ）＝0は2つの異なる実数解α，β（α＜β）をもつ。

（ii）積分値∂＝ 上て′（幻血は整数である。

このとき，∂の最小値とそれを与えるαの値を求めよ。 （信州大一理・医）

′（ズ）は2次関数で，′（ズ）＝0は相異なる2実数解α，βをもつものとする。このとき，

上β
ズ′（ズ）血

十tい・八

の値を求めよ。 （学習院大一経済）

α，あを定数として，拍）＝αズ＋あとおもか（れ血＝刑，上㌢（ズ）血＝乃とすると，桝，

乃が整数で，かつ弗は偶数になるという。

（1）αは偶数であり，古は整数であることを示せ。‘

（2）0＜－∂＜αのとき，爪相場が整数であれば，あは偶数であることを示せ0

（埼玉大一教育・経済）
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17．積　分　法

関数F（∬）をダ（ズ）＝l′（刷＋げ′（刷（ただし，′（∬）＝∬2－∬）と定める。このとき，

（1）ク＝拍）のグラフは直線ズ＝Ⅰに関して対称になることを示せ。

（2）－Ⅰ≦∬≦‡の範囲に紬てッ＝F（∬）のグラフをかけ。

（3）定積分 ；ダ（ズ）血の値を求めよ。 （防衛大一理工）

αを正の定数とするとき，定積分JZ圧2－（れ1）ズ＋紬の値をαで表せ。（千葉大）

2次関数′（∬）が実数才によって定まる範囲仁一1≦∬≦f＋1で最小値∽行）をもつものとす

る。

（1）f≧2のとき桝（J）＝㌘－4才＋5となるように2次関数′（ズ）を定めよ。

（2）この関数′（ズ）に関して 弼（わ虎の値を求めよ。　　　　　（香川大一教育・法・経済）

関係式柏）＋互1げ洲血＝∬2をみたす関数拍）を求めよ。　　（東京学芸大）

ガの整式′（ズ），g（芳）が次の条件をみたしている。

J㌢（棚＝励）＋ar＋1（αは定数），拍）＝∬2一姫（柑－1
このとき，α＝［＝］であり，′（ズ）＝⊂＝匿＋⊂コズ＋⊂コ，g（∬）＝∬2＋⊂コ芳一1となる。

（慶大一総合政策）

′（叶苗冊＝2ズ2－Ⅰ，′′（∬）拍）＝3∬2となる整式′（幻，gk）を求めよ。

（工学院大）

Cを正の定数とする。0≦f≦Cにおいて，関数′（わ，g（f）を次の式が成立するように定め

る。

′′仔）＝－1，′（0）＝2，〆（≠）＝′（わ，g（0）＝7

さらに，C≦才において，関数ゐ（わ，烏（f）を次の式が成立するように定める。

〝（f）＝1，ゐ（C）＝′（C），烏′行）＝ゐ（わ，ゐ（C）＝g（C）

このとき，

（1）点け（わ，g（f））の軌跡を求めよ。

（2）点（ゐ（わ，烏（け）の軌跡が原点を通るとき，Cを求めよ。 （九大≠文系）
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数　学Ⅰ1

18 面　積

田田単純に定積分で面積を求めれば終わりという問題は1つもない02曲線の交点を求め 四国霊；ま冨芸‡芸警こ芸芸‡≡豊富芸…孟言霊…芸、警芸芸警芸芸孟孟≡≡芸芸芸孟宗 

用できるときは積極的に活用し，速く，正確に計算できるかどうか，これは平素のノー 

ト上で行う問題練習にその成果を期待するよりほかに手はない。 

1オ如P 伊解答は「考え方と解答」116ページ
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平面上の点P（α，ろ）から放物線ッ＝ズ2に接線をひく。ただし，あ＜α2とする。接線は2つ

あり，その接点をQ（∬1，第2），R（鞄，為2）とする。

（1）ズ1＋為＝ロ＋［＝コ占，　萌鞄＝［＝コα＋□あである。

（2）△PQRの重心が放物線ッ＝2ガ2の上にあれば，∂＝⊂コα2＋⊂コα＋［＝コが成り立つ。

（3）2つの接線と放物線γ＝ズ2で囲む部分の面積はノα2＋［＝コ∂（［＝コα2＋□ろ）である。

（上智大一経済）

3点（－2，3），（2，－3），（4，0）を通る2次関数′（∬）がある。

（1）／（幻　を求めよ。

（2）点（2，－3）において′（ズ）の接線と直交する直線g（∬）を求めよ。

（3）′（ズ）とg（∬）のグラフをかけ。

（4）′（ズ）とg（ズ）によって囲まれる領域の面積を求めよ。 （図書館情報大）

放物線y＝ix2上の相異なる2点P，Qは，線分PQの長さが2となるように動く0線分PQ

の中点Mのズ座標を桝とする。このとき，線分PQと放物線によって囲まれる図形の面積S

を肌で表せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（滋賀大一経済）

ズツ平面において，放物線G：ッ＝∬2＋αガと点（1，1）に関して対称な曲線GがGと2点

で交わっている。

（1）曲線Gの方程式を求めよ。

（3）2つの曲線GとGで囲まれた部分の面積が‡であるとき，αの値を求めよ0

（中央大一法）
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2つの放物線G‥ッ＝圭2，G‥ッ＝Ⅰ（ズー2）2十2α（αは定数）がある。

（1）G，Gに共通な接線の方程式を求めよ。

（2）Cl，Gと（1）で求めた接線で囲まれる部分の面積を求めよ。　　　　　　（北海道教育大）

Xについての2次関数y＝－X2＋（sine＋招cose）X－J言sinOcosO　とX軸で囲まれる部分の

面積Sはβを用いてS＝［＝コで表される。βを変化させるとき，Sは最小値［：＝］，最大値

［＝コをとる。βを00≦β＜3600の範囲で考えるとき，Sの最小値を与えるβは⊂コと⊂コ）

で，Sの最大値を与えるβは⊂コつと⊂コである。　　　　　　　　（立命館大一産業社会）

放物線ッ＝∬2＋1上の点A（α，α2＋1）（α＞0）における接線才の方程式はッ＝⊂コズ＋［＝コ

である。接線Jとズ軸との交点をBとすると，点Bのズ座標は［＝］である。点Bからッ＝

ガ2＋1にひいたJと異なるもう1つの接線をJ′とし，その接点をA′とすると，A′のズ座標は

口である。このことから，7，g′および放物線で囲まれた図形の面積Sはαを用いて5＝⊂コ

となり，Sはα＝［＝コのとき最小値［＝コをとる。　　　　　　　　　　（立命館大一理工）

放物線ッ＝α∬2＋（1－α）と円∬2＋γ2＝2はともに2点A（1，1），B（－1，1）を通る。

（1）この2つの曲線がA，Bだけで交わるようなαの範囲を求めよ。

（2）（1）で求めた範囲内で，放物線が円の面積を2等分するようなαの値を求めよ。

（津田塾大一国際）

C＞1を定数とする。芳ク平面で，点（1，C）を通る直線Jと放物線ッ＝∬2で囲まれる図形の

面積を最小にする7の傾きを求めよ。また，その最小面積を求めよ。　　　　　　（東京工大）

放物線C：y＝X2上の点P（a，a2）（a＞0）における法線が再びCと交わる点をQとする。

（1）点Qの座標を求めよ。

（2）点Qが最もッ軸に近づいたときのαの値を求めよ。

（3）α＝Ⅰのとき， 放物線Cと線分PQとで囲まれた図形の面積を求めよ。（九大一法・経済）

直線ッ＝号＋1上の点Pから放物線ク＝ズ2にひいた2本の接線ん，左が直交している0

（1）点Pの座標を求めよ。

（2）ッ＝∬2　とち，左の接点をそれぞれA，Bとするとき，直線ABとッ＝ズ2で囲まれる部分

の面積を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福島大一経済）
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2nd5鹿P 伊解答は「考え方と解答」119ページ

αは定数で，α≧0とする。2つの放物線ッ＝（ズー1）2＋α‥・‥①，　プ＝（ズ＋1）2－α…②

がある。

（1）（彰，（卦の共通接線gの方程式を求めよ。

（2）Zと（彰，②によって囲まれた図形の面積を求めよ。　　　　　　　（埼玉大一教育・経済）

（1）定直線gがッ＝αズ2－J言方（α＞0）で表されるすべての放物線と定点Aで接するとき，

AおよびZを求めよ。

（2）（1）の放物線上の点P（P≒A）における接線がlと交わる点をQとする。ベクトル両

と扉のなす角が300であり，さらにこの放物線と2つの線分AQ，PQで囲まれる部分の

面積がノ言であるとする。このとき，αの値を求めよ。　　　　　　　　　　（北大一理系）

2次関数′（ズ）＝ズ2＋如＋す卜1≦ズ≦1）は，この区間内の∬＝αで最小値，∬＝βで最大

値をとる。2点A（α，f（α）），B（β，f（β））を結ぶ線分ABと曲線y＝f（X）とで囲まれた部分

の面積を最小にする少の値と，そのときの面積を求めよ。　　　　　　　　　（愛媛大一教育）

曲線C：γ＝αズ2－2α∬＋∂上の点 P（3，‡） における法線が点A（－2，0）を通るとき，α，

bの値を定め，このとき，P，Aと異なる曲線C上の点Qにおける法線lがAを通るならば，

Jと曲線ッ＝1α∬2－2α∬＋机で囲まれた2つの図形の面積の和を求めよ。　　　（福井工大）

放物線ッ＝ズ2＋α∬＋あが2つの直線ッ＝左方とッ＝－2烏∬とに，それぞれ点A，Bで接し

ている。ただし，烏＞0とする。

（1）α，あを丘の式で表せ。

（2）直線ABと放物線とで囲まれた図形の面積をSとし，△OABの面積を島とする。ただ

し，0は原点である0このとき，豊は丘によらず一定であることを示せ0

（京都産業大一理）

原点（0，0）を通る2つの放物線と直線をそれぞれ

G：γ＝α∬2＋ゐズ（αキ0）　G：ッ＝如2＋百方（カキ0）　上：プ＝烏ズ（カキみ，点キす）

とし，C．と上で囲まれる部分の面積を島，Gと上で囲まれる部分の面積を島とする。この

とき，Sと鳥の比が点によらないための必要十分条件を求めよ。　　　　　　　（東京工大）
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18．面　　　積

エツ平面において，領域AをA：ッ≧∬2－2ガによって定める。領域』を直線ッ＝方に関して

対称に移した領域を月とするとき，領域Anβの面積Sを求めよ。　　　　　（早大一教育）

′（芳）＝ガ3＋α∬2＋∂ズ十Cが次の3条件をみたしているとする。

（1）無妄彗＝1

（2）曲線ッ＝′（ズ）のズ＝0における接線の傾きは負である。

（3）2点（0，′（0））と（1，／（1））を通る直線をgとする。曲線グ＝′（∬）と直線gで囲まれる

図形のうち，0≦ズ≦1の部分の面積は‡である0

このとき，α，占，Cの値を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京大一理系）

（1）α＜βのとき，上β（ズーα柏一β極＝－‡炉α）3が成。立つことを証明せよ。

（2）2つの放物線G‥ッ＝ズ2とG：ッ＝Ⅰ直1）2の交点をP（α，α2），Q（β，β2）（α＜β）

とし，G上の点中Ⅰ（汁1）2） をα＜f＜βとなるようにとる。GのRにおける接線と

Clで囲まれる部分の面積が，GとGで囲まれる部分の面積の去倍になるように棚

を定めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東北大一文系）

放物約二‡∬2と点A（0，2）を中心とする円が異なる2点で接するとき，この円と放物線

で囲まれる部分の面積を求めよ。ただし，円と放物線が共有点Pで接するとは，その点で同じ

接線をもつことである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（お茶の水女大）

座標平面において，円G：ズ2＋ッ2＝1と曲線G：ッ＝α∬2＋∂ズ＋Cは，ズ座標が一才，0，才

の点を共有する。さらに，ズ座標が一イの点では，ClとGは同じ接線をもつ。ただし，α＞0，

0＜f＜1とする。このとき，

（1）α＝［＝コ∂＝⊂＝l c＝⊂コ，≠＝［＝コである。

（2）GとGの3つの共有点を結んでできる三角形の面積は［＝コである。

（3）∬座標が一才と才であるGとGの共有点を通る直線7と曲線Gによって囲まれる部分

の面横は［＝コである。

（4）円G：打（γ＋‡）2 ＝γ2（γ＞0）と曲線Gの共有点の個数は1個である。このとき，

γ＝［＝］であり，共有点の座標は（⊂コ，［＝コ）である。　　　　　（慶大一環境情報）
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